
悲しき思出
（野口雨情君の北海道時代）

石川啄木
青空文庫





◎
本
年
四
月
十
四
日
、
北
海
道
小
樽
で
逢
つ
た
の
が
、
野
口
君
と
予
と
の
最

後
の
会
合
と
な
つ
た
。
其
時
野
口
君
は
、
明
日
小
樽
を
引
払
つ
て
札
幌
に
行

き
、
月
の
末
頃
に
は
必
ず
帰
京
の
途
に
就
く
と
の
事
で
、
大
分
元
気
が
よ
か

つ
た
。 

恰  

度 

ち
や
う
ど

予
も
同
じ
決
心
を
し
て
ゐ
た
時
だ
か
ら
、
成
る
べ
く
は
函
館

で
待
合
し
て
、
相
携
へ
て
津
軽
海
峡
を
渡
ら
う
と
約
束
し
て
別
れ
た
。
不
幸

に
し
て
其
約
束
は
約
束
だ
け
に
止
ま
り
、
予
は
同
月
の
二
十
五
日
、
一
人
函

館
を
去
つ
て
海
路
か
ら
上
京
し
た
の
で
あ
る
。

◎
其
野
口
君
が
札
幌
で
客
死
し
た
と
、
九
月
十
九
日
の
読
売
新
聞
で
読
ん
だ

時
、
予
の
心
は
奈ど
何う
で
あ
つ
た
ら
う
。
知
る
人
の
訃
音
に
接
し
て
悲
ま
ぬ
人

は
な
い
。
辺
土
の
秋
に
客
死
し
た
と
あ
つ
て
は
猶
更
の
事
。
若
し
夫
野
口
君
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に
至
つ
て
は
、
予
の
最
近
の
閲
歴
と
密
接
な
関
係
の
あ
つ
た
人
だ
け
に
、
予

の
悲
み
も
亦また
深
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
其
日
は
、
古
日
記
な
ど
を
繙
い
て
色

々
と
故
人
の
上
を
忍
び
な
が
ら
、 

黯  

然 

あ
ん
ぜ
ん

と
し
て  

黄    

昏  

く
わ
う
こ
ん

に
及
ん
だ
。

◎
野
口
君
と
予
と
の
交
情
は
、
敢あへ
て
深
か
つ
た
と
は
言
へ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。

初
め
て
逢
つ
た
の
が
昨
年
の
九
月
二
十
三
日
。
今
日
（
二
十
二
日
）
で
恰
度

満
一
ヶ
年
に
過
ぎ
ぬ
の
だ
。
然
し
又
、
文
壇
の
中
央
か
ら
離
れ
、
幾
多
の
親

し
い
人
達
と
別
れ
て
、
北
海
の
山
河
に
漂
泊
し
た
一
年
有
半
の
う
ち
の
、
或

一
時
期
に
於
け
る
野
口
君
の
動
静
を
、
最
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
の
は
、
予
の

外
に
無
い
か
と
も
思
ふ
。
さ
れ
ば
、
故
人
を
知
つ
て
ゐ
た
人
々
に
そ
れ
を
伝

へ
る
の
は
、
今
日
と
な
つ
て
は
強
あ
な
がち
無
用
の
事
で
も
な
い
。
故
人
の
口
か
ら

最
も
親
し
き
人
の
一
人
と
し
て
聞
い
て
ゐ
た
人
見
氏
の
言
に
応
じ
て
、
予
一
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個
の
追
悼
の
情
を
尽
す 

旁  

々 

か
た
が
た

、
此
悲
し
き
思
出
を
書
綴
る
こ
と
に
し
た
の

は
其
為
だ
。

◎
予
は
昨
年
五
月
の
初
め
、
故
山
の
花
を
後あと
に
し
て
飄
然
北
海
の
客
と
な
つ

た
。
同
じ
頃
野
口
君
が
札
幌
の
北○

鳴○

新○

聞○

に
行
か
れ
た
事
を
、
函
館
で
或
雑

誌
を
読
ん
で
知
つ
た
が
、
其
頃
は
唯
同
君
の
二
三
の
作
物
と
名
を
記き
し
て
ゐ

た
だ
け
の
事
。
八
月
二
十
五
日
の
夜
が
例
の
大
火
、
予
の
仮
寓
は
危
い
と
こ

ろ
で
類
焼
の
厄
を
免
が
れ
た
も
の
の
、
結
果
は
同
じ
事
で
、
其
為
に
函
館
で

は
喰
へ
ぬ
事
に
な
つ
て
、
九
月
十
三
日
に
焼
跡
を
見
捨
て
て
翌
日
札
幌
に
着

い
た
。

◎
札
幌
に
は
新
聞
が
三
つ
。
第
一
は
北○

海○

タ○

イ○

ム○

ス○

、
第
二
は
北○

門○

新○

報○

、

第
三
は
野
口
君
の
居
ら
れ
た
北○

鳴○

新○

聞○

。
発
行
部
数
は
、
タ○

イ○

ム○

ス○

は
一
万
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以
上
、
北○

門○

は
六
千
、
北○

鳴○

は
八
九
百
（
？
）
と
い
ふ
噂
で
あ
つ
た
が
、
予

は
北○

門○

の
校
正
子
と
し
て
住
込
ん
だ
の
だ
。
当
時
野
口
君
の
新
聞
は
休
刊
中

で
あ
つ
た
。
（
此
新
聞
は
其
儘
休
刊
が
続
い
て
、
十
二
月
に
な
つ
て
北○

海○

道○

新○

聞○

と
改
題
し
て
出
た
が
、
間
も
な
く
復また
休
刊
。
今
は
出
て
る
か
怎ど
う
か
知

ら
ぬ
。
）

◎
予
を
北○

門○

に
世
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
同
社
の
硬
派
記
者
小
国
露
堂

を
ぐ
に
ろ
だ
う
と
い

ふ
予
と
同
県
の
人
、
今
は
釧
路
新
聞
の
編
輯
長
を
し
て
ゐ
る
。
此
人
が
予
の

入
社
し
た
五
日
目
に
来
て
、
「
今
度
小
樽
に
新
ら
し
い
新
聞
が
出
来
る
。
其そ

方つち
へ
行
く
気
は
無
い
か
。
」
と
言
ふ
。
よ
し
行
か
う
と
い
ふ
事
に
な
つ
て
、

色
々
秘
密
相
談
が
成
立
つ
た
。
其
新
聞
に
は
野
口
雨
情
君
も
行
く
の
だ
と
小

国
君
が
言
ふ
。
「
甚
麽
ど
ん
な
人
だ
い
。
」
と
訊き
く
と
、
「
一
二
度
逢
つ
た
が
、
至
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極 

穏  

和 
お
と
な
し

い
丁
寧
な
人
だ
。
」
と
言
ふ
。
予
は
然
し
、
実
の
と
こ
ろ
其
言
を

信
じ
な
か
つ
た
。
何
故
と
い
ふ
事
も
な
い
が
、
予
は
、
新
体
詩
を
作
る
人
と

聞
く
と
、
怎どう
や
ら
屹
度
自
分
の
虫
の
好
か
ぬ
人
に
違
ひ
な
い
と
い
ふ
様
な
気

が
す
る
。
但
し
逢
つ
て
み
る
と
、
大
抵
の
場
合
予
の
予
想
が
見
ン
事
は
づ
れ

る
。
野
口
君
の
際
も
そ
れ
で
、
同
月
二
十
三
日
の
晩
、
北
一
条
西
十
丁
目
幸

栄
館
な
る
小
国
君
の
室
で
初
め
て
会
し
た
時
は
、
生
来
礼
に
な
ら
は
ぬ
疎
狂

の
予
は
少
な
か
ら
ず
狼
狽
し
た
程
で
あ
つ
た
。
気き
障ざ
も
厭
味
い
や
み
も
な
い
、
言
語
こ
と
ば

か
ら 

挙  

動 

も
の
ご
し

か
ら
、 

穏  

和 

お
と
な
し

い
づ
く
め
、
丁
寧
づ
く
め
、
謙
遜
づ
く
め
。
デ

ス
と
言
は
ず
に
ゴ
ア
ン
ス
と
言
つ
て
、
其
度
些
ち
よ
いと
頭
を
下
げ
る
と
い
つ
た
風
ふ
う
。

風
采
は
余
り
揚
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
イ
を
エ
と
発
音
し
、
ガ
行
の
濁
音
を
鼻

に
か
け
て
言
ふ
訛
が
耳
に
つ
い
た
。 

小 

樽 
行 

を
た
る
ゆ
き

の
話
が
確
定
し
て
、
鮪
ま
ぐ
ろの
刺
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身
を
つ
つ
き
乍
ら
俗
謡
の
話
な
ど
が
出
た
。
酒
は
猪
口
で
二
つ
許
り
飲
ま
れ

た
様
で
あ
つ
た
。
予
は
三
つ
飲
ん
で
赤
く
な
る
。
小
国
君
も
下
戸
。
モ
一
人

野
口
君
と
同
伴
し
て
来
た
某
君
、
（
此
人
は
後
日
ま
で
故
人
と
或
る
密
接
な

関
係
の
あ
つ
た
人
だ
。
）
病
後
だ
と
か
言
つ
て
矢
張
あ
ま
り
飲
ま
な
か
つ
た
。

此
某
君
は
野
口
君
と
総
て
の
点
に
於
て
正
反
対
な
性
格
の
人
で
あ
る
が
、
初

め
二
人
が
室
に
入
つ
て
来
た
時
、
予
は
人
違
ひ
を
し
て
、
「
こ
れ
が
野
口
か

。
」
と
腹
の
中
で
失
望
し
て
肩
を
聳
か
し
た
事
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。
十
二
時

頃
に
伴
立
つ
れ
だ
つ
て
帰
つ
た
が
、
予
は
早
速
野
口
君
を
好い
い
人
だ
と
思
つ
て
了
つ

た
。
其
後
一
度
同
君
の
宅
を
訪
問
し
た
時
は
、
小
樽
の
新
聞
の
主
筆
に
な
る

と
い
ふ
某
氏
の
事
に
就
い
て
、
或
不
平
が
あ
つ
て
非
常
に
憤
慨
し
て
ゐ
た
。

「
事
に
よ
つ
た
ら
断
然
小
樽
行
を
罷
め
る
か
も
知
れ
ぬ
。
」
と
言
ふ
。
予
は
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腹
の
中
で
「
其
麽
そ
ん
な
事
は
な
い
。
」
と
信
じ
乍
ら
、
こ
れ
は
面
白
い
人
だ
と
思

つ
た
。
予
は
年
が
若
い
か
ら
、
憤
慨
し
た
り
激
語
し
た
り
す
る
人
を
好
き
な

の
だ
。

◎
予
と
札
幌
と
の
関
係
は
僅
か
二
週
間
で
終
を
告
げ
た
。
二
十
七
日
に
予
先

づ
小
樽
に
入
り
、
三
十
日
に
野
口
君
も
来
て
、
十
月
一
日
は
小○

樽○

日○

報○

の
第

一
回
編
輯
会
議
。
此
新
聞
は
、
企
業
家
と
し
て
は
随
分
名
の
知
れ
て
ゐ
る
山

県
勇
三
郎
氏
が
社
主
、
其
令
弟
で
小
樽
に
ゐ
る
、
こ
れ
も
敏
腕
の
聞
え
高
き

中
村
定
三
郎
氏
が
社
主
を
代
表
し
て
、
社
長
は
時
の
道
会
議
員
な
る
老
巧
な

る
政
客
白
石
義
郎
氏
（
今
年
根
室
郡
部
か
ら
出
て
代
議
士
と
な
つ
た
。
）
、

編
輯
は
主
筆
以
下
八
名
。
初
号
は
十
五
日
に
出
す
事
、
主
筆
が
当
分
総
編
輯

を
や
る
事
、
其
他
巨
細
議
決
し
て
、
三
面
の
受
持
は
野
口
君
と
予
と
、
モ
一

9



人
外
交
専
門
の
西
村
君
と
決
つ
た
。

◎
此
会
議
が
済
ん
で
、
社
主
の
招
待
で
或
洋
食
店
に
行
く
途
中
、
時
は
夕
方
、

名
高
い
小
樽
の
悪
路
を
肩
を
並
べ
て
歩
き
乍
ら
、
野
口
君
と
予
と
は
主
筆
排

斥
の
隠
謀
を
企
て
た
の
だ
。
編
輯
の
連
中
が
初
対
面
の
挨
拶
を
し
た
許
り
の

日
、
誰
が
甚
麽
ど
ん
な
人
や
ら
も
知
ら
ぬ
の
に
、
随
分
乱
暴
な
話
で
、
主
筆
氏
の
事

も
、
野
口
君
は
以ま
前へ
か
ら
知
つ
て
居
ら
れ
た
が
、
予
に
至
つ
て
は
初
め
て
逢

つ
て
会
議
の
際
に
多
少
議
論
し
た
だ
け
の
事
。
若
し
何
等
か
の
不
満
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
其
主
筆
の
眉
が
濃
く
て
、
予
の
大
嫌
ひ
な
毛
虫
に
よ
く
似
て
ゐ

た
位
の
も
の
。

◎
此
隠
謀
は
、
野
口
君
の
北
海
道
時
代
の
唯
一
の
波や
瀾ま
で
あ
り
、
且
つ
は
予

の
同
君
に
関
す
る
思
出
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
の
だ
が
、
何
分
事
が
余
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り
新
ら
し
く
、
関
係
者
が
皆
東
京
小
樽
札
幌
の
間
に
現
存
し
て
ゐ
る
の
で
、

遺
憾
な
が
ら
詳
し
く
書
く
事
が
出
来
な
い
。
最
初
「
彼
奴
あ
い
つ
何
と
か
し
よ
う
ぢ

や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
い
ふ
様
な
話
で
起
つ
た
此
隠
謀
は
、
二
三
日
の
中

に
立
派
（
？
）
な
理
由
が
三
つ
も
四
つ
も
出
来
た
。
其
理
由
も
書
く
事
が
出

来
な
い
。
兎
角
し
て
二
人
の
密
議
が
着
々
進
ん
で
、
四
日
目
あ
た
り
に
な
る

と
、
編
輯
局
に
多
数
を
制
す
る
だ
け
の
味
方
も
得
た
。
サ
テ
其
目
的
は
と
い

ふ
と
、
我
々
二
人
の
外
に
モ
一
人
硬
派
の
○
田
君
と
都
合
三
頭
政
治
で
、
一

種
の
共
和
組
織
を
編
輯
局
に
布
か
う
と
い
ふ
、
頗
る
小
供
染
み
た
考
へ
な
の

で
あ
つ
た
が
、
自
白
す
る
と
予
自
身
は
、
そ
れ
が
我
々
の
為
、
ま
た
社
の
為
、

好
い
事
か
悪
い
事
か
も
別
段
考
へ
な
か
つ
た
。
言
は
ば
、
此
隠
謀
は
予
の
趣

味
で
、
意
志
で
や
つ
た
の
で
は
な
い
。
野
口
君
は
少
し
違
つ
て
ゐ
た
様
だ
。
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◎
小
樽
は
、
さ
ら
で
だ
に
人
口
増
加
率
の
莫
迦
に
高
い
所
へ
持
つ
て
来
て
、

函
館
災
後
の
所
謂
「
焼
出
さ
れ
」
が
沢
山
入
込
ん
だ
際
だ
か
ら
、
貸
家
な
ど

は
皆
無
と
い
ふ
有
様
。
こ
れ
に
は
二
人
共
少
な
か
ら
ず
困
つ
た
も
の
で
、
野

口
君
は
其
頃 
色 
内 

橋 
い
ろ
な
い
ば
し
（
？
）
の
近
所
の
或
運
送
屋
（
？
）
に
泊
つ
て
ゐ
た
。

予
は
函
館
か
ら
予
よ
り
も
先
に
来
て
ゐ
た
家
族
と
共
に
、
姉
の
家うち
に
ゐ
た
が
、

幸
ひ
と
花
園
町
に
二
階
二
室
貸
す
と
い
ふ
家
が
見
付
つ
た
の
で
、 

一  

先 

ひ
と
ま
づ

其

処
に
移
つ
た
。
此
を
隠
謀
の
参
謀
本
部
と
し
て
、
豚
汁
を
つ
つ
い
て
は
密
議

を
凝
ら
し
、
夜
更
け
て
雨
で
も
降
れ
ば
、
よ
く
二
人
で
同
じ
蒲
団
に
雑
魚
寝

を
し
た
も
の
。
或
夜
も
然さ
う
し
て
寝
て
ゐ
て
、
暁
近
く
ま
で
同
君
の
経
歴
談

を
聞
い
た
事
が
あ
つ
た
。
そ
の
う
ち
に
は
男﹅
爵﹅
事﹅
件﹅
と
い
ふ
奇
抜
な
話
も
あ

つ
た
が
、
こ
れ
は
他
の
親
友
諸
君
が
詳
し
く
御
存
知
の
事
と
思
ふ
か
ら
書
か

12悲しき思出



ぬ
。

◎
野
口
君
は
予
よ
り
年
長
で
も
あ
り
、
世せ
故こ
に
も
長た
け
て
ゐ
た
。
例
の
隠
謀

で
も
、
予
は
間ま
が
な
隙すき
が
な 

向 

不 

見 

む
か
ふ
み
ず

の
痛
快
な
事
許
り
や
り
た
が
る
。
野

口
君
は
何
時
で
も
そ
れ
を
穏
か
に
制
し
た
。
ま
た
、
予
の
現
在
有も
つ
て
ゐ
る

新
聞
編
輯
に
関
す
る
多
少
の
知
識
も
、
野
口
君
よ
り
得
た
事
が
土
台
に
な
つ

て
ゐ
る
。
こ
れ
は
長
く
故
人
に
徳
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
だ
。

◎
そ
れ
か
と
云
つ
て
、
野
口
君
は
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
一
日
起
稿
﹈
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
石
川
啄
木
全
集
　
第
四
巻
　
評
論
・
感
想
」
筑
摩
書
房

　
　
　1980
（
昭
和55

）
年3

月10

日
初
版
第1

刷
発
行

　
　
　1982

（
昭
和57

）
年11

月30

日
初
版
第3

刷
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-

86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
新
聞
の
雨
情
逝
去
の
報
道
で
、
直
ち
に
執
筆
し
は
じ
め
た
が
、
誤
報
と
わ

か
り
中
断
し
て
い
ま
す
。

入
力
：
林
　
幸
雄

校
正
：noriko saito
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2010

年5

月18

日
作
成

2018
年7

月17

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/
）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

16悲しき思出
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